
スポーツ推進本部　令和７年度予算案（概要）

Ⅰ 事業体系と予算額

資料２

（単位 ： 千円）

令和７年度
予算案

令和６年度
予算額

増（△）減

5,354,467 4,345,161 1,009,306

28,711,037 11,353,726 17,357,311

411,577 390,868 20,709

237,581 222,691 14,890

82,711 83,637 △ 926

58,682 38,498 20,184

3,581,888 3,443,519 138,369

（Ⅱ－１参照） 1,461,472 1,351,168 110,304

（Ⅱ－２参照） 748,000 748,000 0

（Ⅱ－３参照） 211,914 218,326 △ 6,412

（Ⅱ－４参照） 1,007,151 765,074 242,077

（Ⅱ－５参照） 41,340 22,100 19,240

（Ⅱ－６参照） 112,011 338,851 △ 226,840

（Ⅱ－７参照） 1,987,755 2,102,674 △ 114,919

729,935 703,789 26,146

67,107 67,578 △ 471

710,460 800,003 △ 89,543

330,451 340,481 △ 10,030

149,802 190,823 △ 41,021

（Ⅱ－８参照） 22,729,817 5,416,665 17,313,152

16,304,379 2,958,278 13,346,101

2,751,658 485,979 2,265,679

1,261,201 174,754 1,086,447

170,010 212,440 △ 42,430

1,806,498 1,146,730 659,768

436,071 438,484 △ 2,413

12,733,496 16,199,434 △ 3,465,938

124,068 123,955 113

スポーツ施設等の運営 （Ⅱ－９参照） 5,843,178 6,266,638 △ 423,460

833,015 669,939 163,076

5,010,163 5,596,699 △ 586,536

（Ⅱ－10参照） 6,766,250 9,808,841 △ 3,042,591

46,799,000 31,898,321 14,900,679

スポーツ施設管理事務

スポーツ施設等の企画調整

スポーツ施設等の運営

スポーツ施設等の整備

合　　　　計

国際大会を契機としたスポーツ気運醸成等

ユニバーサルコミュニケーションの促進

国際大会誘致・開催支援

GRAND CYCLE TOKYOの推進

マラソン祭りの開催

スポーツ施設費

人材育成事業

理解促進事業

競技力向上事業

東京都障害者スポーツ大会・全国障害者スポーツ大会

国際スポーツ大会等の開催

世界陸上・デフリンピック開催支援

競技スポーツの振興

スポーツを通じた被災地交流事業

大会のレガシーを継承する取組

パラスポーツの振興

開拓整備事業

企画調整（二次）

スポーツの振興

生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興

区市町村におけるスポーツ振興施策への支援

スポーツムーブメントの創出

事業名

スポーツ総合推進費

スポーツ総合推進管理事務

スポーツ総合推進管理事務（二次）

企画調整

管理費



Ⅱ 主要事業

１ 生涯スポーツの振興・地域スポーツの振興 　14億 6,147万円

○

○ 地域スポーツクラブの質的充実を図るため登録・認証制度を運用するほか、引き続きクラブ支援事業を実施

○

２ 区市町村におけるスポーツ振興施策への支援 　7億 4,800万円

○ 区市町村のスポーツ施設の統合・再編、改修等による新たなスポーツ活動の場の創出や設備の高効率化に加え、

世界陸上・デフリンピックの競技会場等の整備に資する事業を支援

〇 区市町村が実施するスポーツ振興や障害者の継続的なスポーツ実施に資する事業に加え、世界陸上・デフリンピックの

気運醸成につながる取組を支援

３

○ スポーツイベントの広報を統一的・広域的に実施し、都民のスポーツ情報に触れる機会を創出

４

○

〇

５ スポーツを通じた被災地交流事業 4,134万円

〇

６ 大会のレガシーを継承する取組  1億 1,201万円

○

７

○

８ 国際スポーツ大会等の開催  227億 2,982万円

【世界陸上・デフリンピックの開催に向けた取組】

○ 東京2025世界陸上・東京2025デフリンピック開催に向けて、大会の準備・運営を支援

○

○

○

【国際スポーツ事業の推進】

○

○

○ ランナー・応援者・ボランティアなど全ての参加者が一体となるスポーツイベントとして、東京マラソン、マラソン祭り等を開催

９

○

○ 都立スポーツ施設の戦略的活用に向けた取組として、18施設のネットワークを活かした情報発信や共通コンセプトによるイベントの

企画・実施等

10

○

○

　多くの都民が参加できる各種イベント・大会の開催、高齢者の健康維持・増進を図るシニアスポーツ振興事業等を実施

スポーツムーブメントの創出　2億 1,191万円　

競技スポーツの振興　10億 715万円

　東京のアスリートの競技力向上を図るとともに、東京のアスリートが、その経験をもとに地域で活躍し、スポーツの裾野を拡大する
循環を創出

　都内競技団体及び地区体育・スポーツ協会に対し、ガバナンスの確保等の組織基盤強化や暑さ対策への取組を支援

パラスポーツの振興　 19億 8,776万円　

スポーツ施設等の整備   67億 6,625万円　

  東京辰巳国際水泳場後利用改修

スポーツ施設等の運営   58億 4,318万円

　臨海部及び多摩地域において、「レインボーライド」や「THE ROAD RACE TOKYO」を開催

　 障害者が身近な地域でスポーツができる環境の整備、パラスポーツを支える人材の裾野拡大と質の向上、観戦機会の提供等
を通じたパラスポーツの理解促進・普及啓発、国際大会で活躍するパラアスリートの継続的な輩出に向けた競技力向上事業等、
パラスポーツを東京2020大会のレガシーとして発展させるため、様々な事業を実施

　デフリンピックに向けたアクセシビリティ設備の整備

　スポーツ推進企業認定制度の推進により、スポーツに取り組む企業等を支援

被災地と東京の子供たちとのスポーツ交流事業を実施

子供たちが大会の観戦を通じて、スポーツの素晴らしさ、互いに尊重し合うことの大切さ、多様性などを学ぶ機会を提供

都立スポーツ施設の指定管理料等

　都有施設や様々なイベントでアーカイブ資産等の展示を行い、東京2020大会のレガシーを効果的に発信

　大会直前のプロモーションを強化し、大会への期待感を醸成するとともに、大会期間中にはスポーツや大会を身近に感じられる
コンテンツの実施や都の魅力を発信

　社会へのユニバーサルコミュニケーションの浸透を促進するため、両大会や都有施設において技術の活用等を促進

東京のスポーツ振興や都市のプレゼンスの更なる向上を図るため、国際スポーツ大会の誘致・開催を支援


